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ボカスギ人工林の生産力

相浦英春申

Productivity of the Young Boka-sugi Stands 

AIURA， Hideharu・

Productivity and growth of three Boka引 19i(Cryφtomeria japonica D. Don) stands 
at Kitayashiki， Aratachi and Bussyouji， Toyama Prefecture， were investigated. Bio-

ma路 eswere estimated by using the allometry method. The biomasses of Kitayashiki 

stand were 75. 38ton/ha (222.63耐 /hain volume) for stem， 8.l1ton/ha for branch and 

28. 98ton/ha for leaf in dry weight. Those of Aratachi stand were 166. 27ton/ha (561. 

95耐 /ha)for stem， 12. 9lton/ha for branch and 31. 99ton/ha for leaf. And those of 

Bussyouji stand were 208.89ton/ha (674.28ml/ha) for stem， 17.46ton/ha for branch 

and 31.4 7ton/ha for leaf. The biomass increments， in the last year， of Kitayashiki 

stand were 8.7 4ton/ha. yr (23. 95ml/ha. yr in volume) for stem， O. 80ton/ha. yr for branch 

and 5.22 ton/ha.yr for leaf in dry weight. Those of Aratachi stand were9.95ton/ha. 

yr (31. 66~/ha.yr) for stem， O.85ton/ha.yr for branch and 9.42ton/ha.yr for leaf. 

And those of Bussyouji stand were 14.05ton/ha.yr (42.59耐 /ha.yr)for stem， 1.80ton/ 

ha. yr for branch and 6. 17 ton/ha. yr for leaf. 

富山県小矢部市北屋敷と氷見市荒館，仏生寺の 3林分で ポカスギ人工林の生産力を調

べ，現存量と生長量を相対生長法を用いて推定した。その結果，林分現存最は乾重で北屋

敷では幹が75.38ton/ha(材棋では222.63ml /ha) ，校が8.l1ton/ha，葉が28. 98ton/ha ， 

荒館では幹が166.27ton/ha(561.95耐 /ha).枝が12.9lton/ha，葉が31.99ton/ha.仏生

寺では幹が208.89ton/ha(674.28~/ha). 枝が17.46ton/ha .業が31.47ton/haであると

推定された。最近一年聞の乾重量生長量は，北屋敷では幹が8.74ton/ha. yr (材積では23.

95~/ha . yr) .枝がo. 80ton/ha . yr.葉が5.22ton/ha . yr .荒館では幹が9.95ton/ha . yr 

(31.66耐 /ha.yr).枝がO.85ton/ha . yr，葉が9.42ton/ha. yr .仏生寺では幹が14.05ton/

ha.yr (42.59ml/ha.yr).校が1. 80ton/ha . yr ，葉が6. 17ton/ha . yrとなった。

1. はじめに

である。

11 

富山県内に植栽されているスギ品種の森林施業上

の基礎資料を得る目的で， 1978年以来生産力や林分

構造についての調査が行われている 1ーへ本報告は

1984-1986年に調査したポカスギ (Cηφtomeria

jatonica D. Don)人工林の結果を取りまとめたもの

ポカスギは，富山県西部の丘陵性山地を中心に植

栽されているスギサシキ品種出ある。このスギ品種

は裏日本系統に属すが耐雪性が小さいといわれてい

る九また.サシキの発根性はきわめて良好である。

* 林業試験場
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幹材積(Vs: dm3)と胸高直径の2来×樹高
(I)2H : cm2・m)との相対生長関係

logV s = 0.995 logD2H -1.386 (2) 

logVs=O.9011ogD2Hー 1.006 (3) 

logV s = 0.869 logD2H -0.858 (4) 

0:北屋般・:荒館d.:仏生寺

なお，本報告では重量データはすべて絶乾重量で表

記しである。

2.調査地の概況

林分の概況は表ー lに示した通りである。 3林分

ともポカスギサシキ林分である。

1 ) 小矢部市北屋敷(18年生林分)

石川県との県境に近い富山県小矢部市北屋敷地内

にある。標高は約70m.東向き斜面で傾斜は30・であ

る。土壊は BO(d)型である。立木密度は1.883本/ha

で，林分は閉鎖している。調査地から東北東へ750m

離れた子撫川ダムのダムサイト(約150m)での観

測資料(1979-1987年)では，年平均気温は 13.3"C

年平均降水量は2.312mm.年最深積雪は113cmである。

2 ) 氷見市荒館 (25年生林分)

富山湾の海車線から約2.5kmに位置する氷見市荒

館地内にある。標高は約50m.北向き斜面で傾斜は

22・である。土壌は Bo型である。立木密度は1.050本/

haで.林分は完全に閉鎖している。調査地から北西

へ3.3km離れた氷見市泉(標高 8m)での観測資料

(1970-1980年)では，年平均気温は13.1"C.年平均

降水量は2.265mm.年最深積雪は68cmである。

3) 氷見市仏生寺 (25年生林分)

氷見市仏生寺地内にある。標高は約130m.北東向

き斜面で傾斜は15・である。土壌は Bo型である。立木

密度は1.075本/haで，林分は完全に閉鎖している。

調査地は氷見市泉の気象観測点から南南西に約8.5

km離れている。
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図-1

4. 結果および考察

4. I 林分現存置

林分現存量は，相対生長式と毎木調査の結果から

推定した。なお，仏生寺の樹高は次式より求めた。

I/H=0.040+0.288/D (l) 

H:樹高 (m) D:胸高直径 (cm)

また，根の量はスギ林では T/Rが3.5であるとし

て推定たト川。

4. 1. I 相対生長関係

幹材積 (Vs: dm3) と胸高直径の 2乗×樹高 (D2

H: cm2・m)との関係は，

北屋敷 logVs=0.995 logD
2H -1.386 (2) 

荒館 logVs=O.901IogD
2H-1.006 (3) 

仏生寺 logVs=0.869IogD2H一0.858 (4) 

で示される。これらの式は両対数上で直線回帰する

(図ー I)。これらの式の値は，四大学および信大合

同調査班11)が調査したいろいろなスギ林での式の傾

き0.921.切片-1.111と比べると，北屋敷では傾き

3.鯛査方法

調査地は，北屋敷では1984年 4月に，林内に30

mX20mの方形プロットを設けた。荒館では1985年

4月に，仏生寺では1986年10月に，各々林内に20

mX20mの方形プロットを設けた。プロット内の全

個体の胸高直径および北屋敷と荒館では全個体，仏

生寺では16本について樹高を測定した後，北屋敷で

は7本.荒館と仏生寺では各々 8本の供試木を選ん

で地際から伐倒した。枝下高.当年伸長量を測定後，

層厚 1mとして層別刈取法に準じた方法で幹，枝，

葉に分け生重量を測定した。葉は新葉と旧楽に区別

した。なお，葉は緑色部としたので緑枝を含んでい

る。全試供木について層ごとに幹，枝，葉のサンプ

ルを採り，研究室に持ち帰って105"Cで乾燥し，含

水率を求め，生重量を絶乾重量に換算した。また，

樹幹解析用に各層の斡の下部から円板を採取した。
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図－２枠材械(Ｖｓ：ｄｍ３)と樹間の１割直径の２乗×

樹高(Ｄｏ１２Ｈ：ｃｍ２．ｍ)との相対生長関係

ＶＳ＝0.038,0.l2H（５）

Ｖｓ＝0.042,0.l2H（６）

Ｖｓ＝0.043ＤＣ､12Ｈ（７）

○：北屋敷●：荒館△ ： 仏 生 寺

は大きく，切片は小さい。一方，荒館と仏生寺では

傾きは小さく，切片は大きい。また，幹現存通の大

きい林分ほど傾きが小さく切片が大きくなる傾向に

ある。こうした違いは，幹形の違いよりも胸高直径

のもつ意味が，樹高の大小によって異なることに起

因するためだといわれている''’'2)。

つぎに，幹形を比較するために，樹高のｌ割高に

おける幹直径（DC.,）の２乗×樹高（Ｄ0.,2Ｈ：ｃｍ２．

ｍ）と幹材積の関係を求めると，

北屋敷Ｖｓ＝0.038,0.,2Ｈ（５）

荒館Ｖｓ＝0.042,0.,2Ｈ（６）

仏生寺Ｖｓ＝0.043,..,2Ｈ（７）

となる（図－２）。一般のスギ林の比例定数

0.04211-13)と比較すると，北屋蚊で低い値を示す。こ

れは樹高に対するクローネ長の割合を供試木の平均

値でみた場合に，荒館と仏生寺ではともに52％であ

るのに対して，北屋敷では67％と大きいことから，

クローネ部分の占める割合の違いによるものと考え

られる。

幹乾重（ＷＳ：ｋg)とＤ２Ｈとの関係は，

北屋散logWs＝0.8411ｏｇＤ２Ｈ－1.316（８）

鋤
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DC､１２Ｈ(cｍ２．ｍ） １０３ｌ０４

Ｄ２Ｈ(cｍ２．ｍ）

図－３幹乾砿(ＷＳ：ｋg)と胸高直径の２乗×樹高
（Ｄ２Ｈ：ｃｍ2.ｍ)との相対生腿関係

logWs＝0.841IogD2H-１．３１６（８）

logＷＳ＝0.8441ｏｇＤ２Ｈ－1.298（９）

logWs＝0.8121ｏｇＤ２Ｈ－Ｌｌ２５（10）

○：北瞳倣●：荒館△：仏生寺

荒館logWs＝0.8441ogD2H-1.298（９）

仏生寺logWs＝0.8121ogD2H-１．１２５（１０

で示され,(2)～(4)式と同様に直線回帰される(図－３)。

幹乾重(ＷＳ）と幹材種(Ｖｓ）との関係(幹比重)は，

北屋敷ＷＳ＝0.343Ｖｓ（11）

荒館ＷＳ＝0.312ＶＳＯ２）

仏生寺ＷＳ＝0.297ＶｓＯ３）

となり，３林分ともほぼ比例関係にある（図－４)。

このことは，幹比重が林分内においては個体の大小

に関わらず一定であることを意味する。幹比重は北

屋敷で0.34kg/ｄｍ’，荒館で0.31kg/ｄｍｊ，仏生寺で

0.30kg/ｄｍ，となり，荒館，仏生寺で低い値を示す。

また，これらの値は四大学および信大合同調査班'１）

が日本のスギの平均値として求めた値0.35kg/ｄｍ，

や，富山県内のタテヤマスギについて調べた立山

町')の0.38kg/ｄｍ，，黒部市2>の0.36kg/ｄｍ』，福光

町6)の0.34kg/ｄｍ，，大沢野町‘)の0.35kg/ｄｍ,に比べ

て低い値を示す。幹比重は生長の善し悪しによって

差が生じる'１）ことから，荒館と仏生寺でとくに低い

値を示すのは，岡林分が良好な生長をしているため

と考えられる。
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02H(cm2.m) 

枝乾重(Wn:kg)と胸高直径の2来×樹高

(02H: cm2・m)との相対生長関係

logW n = 0.739 logD2H -1.929 

logW n = 0.923 logD2H -2.739 

logW n = 1.259 logD2H -4.092 

0:北毘倣・:荒館 l:::.:仏生寺

(4) 

US) 

(16) 

図-5

Vs{dm3) 

幹乾重(Ws:kg)と幹付制(Vs: dm3)との関係

Ws=0.343Vs Uu 

Ws=0.312Vs (2) 

Ws=0.297Vs (13) 

0:北屋敷・:荒館ム:仏生寺

図-4

葉幹重(WL:kg)と胸高直径の2乗×樹高

(02H : cm2・m)との相対生長関係

logWL=0.714 logD2H -1.291 (17) 

logW L = 0.678 logD2H -1. 326 (8) 

logW，.=0.7751og02H-1.793 (19) 

0:北屋敷・:荒館ム:仏生寺

OZH(cm2・m)
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枝乾重 (WB: kg) とD2Hとの関係は，

北屋敷 logW B = 0.739 logD2H -1. 929 

荒 館 logWB = 0.923 logD2H -2.739 (15) 

仏生寺 logW B = 1.259 logD2H -4.092 (16) 

で示される(図ー 5)。枝乾重と D2Hとの関係は林

分によって分離がみられる。また，傾きは幹現存量

の大きい林分ほど大きくなる傾向にあることから.

林分の斡現存量が大きくなるほど個体の大小による

枝量の差が大きくなることを示す。

葉乾重 (WL: kg) とD2Hとの関係は，

北屋敷 logW L = 0.714 logD2H -1. 291 

荒館 logWL=0.6781ogD2H-1.326 (18) 

仏生寺 logWI. =0.775 logD2H -1. 793 (19) 

で示される(図-6)。葉乾重と D2Hとの関係は林

分によって分離がみられ 幹現存量の大きい林分ほ

ど回帰直線は右に移動する傾向を示す。また，傾き

にはあまり差がないことから，林分の幹現存量が異

なっても個体の大小による葉最の差はあまり変わら

ないと考えられる。

そこで.葉乾重 (WI.)

求めてみると，

)
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と枝乾重 (WB) の関係を



表－１調査林分の現存通，その他

1５

北屋敷logWL＝0.9121ogWB＋0.608伽）

荒館ｌｏｇＷ,＝0.7161ogWB＋0.704（21）

仏生寺logWL＝0.6011ogWB＋0.744（22）

で示される(図－７)。枝乾重と葉乾重との関係は林

分によって分離がみられる。また，四大学および信

大合同調査班'１)の式の値と比較すると，傾きは北屋

敷ではやや大きい値を示すが，荒館と仏生寺では小

さい値を示す。とくに，幹現存雄の大きい仏生寺で

は傾きが小さい。一般に．ｌ林分内においても大径

木ほど単位葉量を支えるのに要する枝斌が次第に大

きくなるといわれているが''１，今Iplの調在林分につ

いても同様の傾向が認められる。さらに．ボカスギ

の場合には幹現存品の大きい林分ほどその傾向が強

いものと考えられる。

４．１．２林分現存量の推定

(2)～(4)，(8)～(10)，（14)～(19)式と胸商直径および樹商

のデータから，林分現存縦を算出した（表－１）。

幹現存量は，北屋敷で75.38ton/hａ（材械では

222.63mVha)，荒館で166.27ton/hａ（561.95m，／

ha)，仏生寺で208.89ton/hａ（674.28m，/ha）と推定

された。これらの値を他のほぼ同齢のスギ人工林に

かける調査結果2,'１．'４)と比鮫すると，北屋倣では，

秋田（20年生）での61ton/ha，熊本のアヤスギ（２０

年生)での57ton/ha，商知(１６年生)での59ton/ｈａよ

り大きく，吉野（19年生）での78ton/ha，西川（２０

年生）での77ton/ha，立山（18年生）での70ton/ha，

黒部(１６年生)での87ton/ha，大分のヤブクグリ（１７

年生)での78～l23ton/ｈａに匹敵する。２０年生ぐらい

までの林齢の若い林分では，幹現存敵は休分密度に

１０２

凶
茎
）
・
一
二
↑ ↓,ｄ9夢彦程。
1０

１ 1０

ＷＢ(ｋｇ）

図－７葉乾飛(Ｗ1.：ｋｇ)と伎乾砿(ＷＢ：ｋｇ)との机対
生農関係

logWl.＝０．９１２１ogWII＋0.608（20）

logWI＝０．７１６１ogWI3＋0.704（21）

logWL＝0.6011ogWIl＋0.744（22）

○ ：北歴倣●：荒館△：仏生寺

166.27

561.95

１２．９１

３１．９９

２１１．１７

６０．３３

２７１．５０
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＊地上部現存11tとの比ｌ：３．５として推定

林分 北屋蝋 荒館 仏生捗

(ｍ３/ha）

林 齢

立水密度

平均樹商

平均胸商面径

胸商断面械合‘汁

(yr）

(No./ha）

(、）

(c、）

(ｍ２/ha）

１８

1.883

１１．２７

１６．０４

３８．４６

２５

１．０５０

１８．７８

２７．２１

６１．３７

２５

１，０７５

１９．９２

２８．１５

６８．０４

2０８．８９

６７４‘２８

１７．４６

３１．４７

２５７．８２

７３．６６

３３１．４８

(ton/ha）乾亜1,ｔ現存10ｔ

枠

（乾材械）

枝

葉

地上部合,汁

根＊

林分現存賊

７５．３８

２２２．６３

８．１１

２８．９８

１１２．４７

３２．１３

１４４．６０
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よる影響が大きい'１)といわれていることから，北屋

敷では1,883本と低密度の割に幹現存鼠は大きいも

のと考えられる。荒館と仏生寺では，秋田(25年生）

での76ton/ha，熊本のアヤスギ（25年生）での７６

ton/ha，大分のヤブクグリ（29年生）での128ton／

ha，吉野（24年生）での106ton/ha，西川（25年生）

での107ton/ｈａより大きく，大分のアオスギ（28年

生）での177ton/ｈａに匹敵する。

平均樹高と幹現存通の比(Ｙｓ/蘭）は，北屋蝋で6.7

ton/ha．、（材穣では20m‘/ha．、)，荒館で8.9ton／

ha．、（30mP/ha｡、)，仏生寺で10.5ton/ha．、（３４

mｭ/ha｡、）であった。スギ人工林のＹｓ/ｎ値は蝦多

密度で11ton/ha．ｍ，クローン化が進んだアヤスギ

林では13ton/ha．ｍ，最大ではl4ton/ha｡ｍ程度に

なるといわれている''-13)。また，最多密度でのＹｓ／

Ｈの値の70～80％の値があれば十分な蓄積をもつ

と考えられている'１)ことから，北屋敷ではやや少な

いが，荒館と仏生寺では十分な蓄横をもつと考えら

れる。一方，Ｙｓ/百値は立木密度が大きいほど大き

い傾向にあるといわれている皿)が，本調査地では林

齢の割に立木密度が小さいにも関わらず比較的大き

な値を示している。これは，今回調交したボカスギ

林分の生長が良好であることと，ボカスギがアヤス

ギ同様にクローン化が進んだスギ品種で，個体差が

きわめて小さいため，雪害を受けない限り自然間引

がほとんど起こらず，その上無間伐状態で放置され

たことによるものと考えられる''･'３１．このことは，

荒館と仏生寺では胸高断面種合計の値61.4,68.0

mβ/ｈａが，閉鎖したスギ林分の一般的な値45～７０

mβ/ｈａｌｌ)の大きい方に属すことからも推察される。

ただし，ボカスギの場合は共倒れ型の林分を形成し

ているが，植栽密度が低いために過大密度にまでは

なっていない''･'３１。

枝現存通は，北屋徴では8.11ton/ha，荒館では

12.91ton/ha，仏生寺では17.46ton/ｈａと推定され

た。枝量は林分によってバラツキが大きく，立木密

度が高くなるにつれて減少し，また林分の発達にと

もなってある程度増大していく傾向にあるといわれ

ている'１)。したがって，立木密度と林分の発達程度

の違いによって，北屋敷ではやや小さな値を示し，

仏生寺で大きな値を示したものと考えられる。

葉現存通は，北屋救で28.98ton/ha，荒館で31.

９９ton/ha，仏生寺で31.47ton/ｈａと推定された。ス

ギ林の葉迩は一般に20ton/ｈａ前後'１．'5)であること

から，３林分ともかなり多く，このことはボカスギ

の特徴であるといえよう。一般に，スギ林は15～１６

年前後で閉鎖し，林分葉還はその直後に最大値

２６～30ton/ｈａとなり，その後減少して一定値を示

すようになるといわれている'１)。北屋敬では，植栽

密度が小さいために閉鎖時期がやや遅れ，ちょうど

閉鎖時期を向かえたものと考えられる。荒館と仏生

寺では，閉鎖時期からはかなり年数を経ていること

から，最大葉迅を維持し続けているのではないかと

思われる。これは，四大学および信大合同調査班'１）

が調在した秋田地方のスギの結果に類似している。

しかし，秋田地方のスギの場合，立地条件の他に林

分樹高の個体差やクローネ層の複雑さなどが影響し

ているものと考えられているが，ボカスギの場合，

クローン化が進んでいるためそうしたことの影稗

は，あまり受けないものと考えられる。したがって，

秋田地方のスギと異なった原因があるものと思われ

るが，はっきりしたことはわからない。

地上部現存通は北屋敷で112.47ton/ha，荒館で

211.17ton/ha，仏生寺で257.82ton/ｈａであった｡地

上部各部現存量の割合は北屋敷では幹が67.0％，枝

が7.2％，葉が25.8％，荒館では幹が78.7％，枝が

6.1％，葉が15.2％，仏生寺では幹が81.0％，枝が

6.8％，葉が12.2％であった｡これらの値は，植栽密

度が低いにもかかわらず，同齢のスギ林の平均的な

値'１．１４》を示している。このことから，幹をおもな収

種の対象物とする林業においては，高密度管理が物

質生産量だけから見ると有利な管理方式であり，短

伐期であるほどその効果は大きい'o''６)といわれてい

るが，ボカスギにおいては低い植栽密度および立木

密度によって不利になっているとはいえない。

４．２生長量

林分生長城は現存敵と同様，相対生長式と毎木調

在の結果から推定した。また，根の生長最は，幹の

生長率と等しいとして算定した６)。

４．２．’相対生長関係

幹亜吐生長量(△ＷＳ：ｋg/yr）は，供試木の樹幹解

析から最近１年間の幹材祇生長通（△Ｖｓ：ｄｍ３/yr）

を求め，

△ＷＳ＝ＷＳ×△Ｖｓ/Ｖｓ，
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から算出した６･'１)。ただし，Ｖｓ'は皮なしの幹材種で

ある。この△ＷＳとＷＳとの関係は，

北屋散log△ＷＳ＝1.0511ogWs－１．０１８（23）

荒館log△ＷＳ＝1.1551ogWs-1.565（24）

仏生寺log△ＷＳ＝0.8081ogWs－０．７３１”

で示される（図－８)。

また，幹材祇生長通（△Ｖｓ）とＤ２Ｈとの関係は，

北屋敷log△Ｖｓ＝１.O611ogD2H-2.585”

荒館log△Ｖｓ＝１.O211ogD2H-2.757（27）

仏生寺log△Ｖｓ＝0.7111ogD2H-1.390側

で示される（図－９)。

枝の重量生長量(△ＷＢ：ｋg/yr）については，供試

木の生長量を直接測定しなかったので，ここでは

OGAwAl7)が用いた方法で推定した。最近１年間で枝

と幹の比率は変わらないと仮定して，枝乾重（ＷＢ）

と幹乾重（ＷＳ）との相対生長式

北屋敷ＷＢ＝1.832×１０~'ＷＳ0.857 （29）

荒館ＷＢ＝4.771×10-2Ｗs１．０９６ （30）

仏生寺ＷＢ＝4.635×10-3Ｗs1.545 （31）

を求め,さらに(29)～６１)式の両辺を時間ｔで微分して，

北屋敷△ＷＢ＝1.569×l0-lWs)o』43△ＷＳ（32）

荒館△ＷＢ＝5.230×lO-2WsQo96△ＷＳ（33リ

仏生寺△ＷＢ＝7.159×lO-3Wso･s4s△ＷＳ（34）

を求めた。

葉の重愚生長量は新葉逓と等しいとして，供試木

の新葉鼠と全葉湿の割合から算出した。新葉乾重

(ＷＮＬ：ｋg）と葉乾重（ＷＬ）が比例するものとして

つぎの直線式

北屋 敷 W N 1 . ＝ 0 . 1 8 0 Ｗ し 鯛

荒館ＷｌｖＬ＝0.294Ｗし（３０

仏生寺WNL＝0.l96WL（37）

を求めた(図－１０)。荒館で高い新葉逓の割合を示した。

４．２．２林分生長量の推定

（23)～(37)式と胸商直径および樹高のデータから，林

分生長鼠を算出した(表－２)。これらの生長量は最

近１年間の増分で，落葉枝，枯死体通および動物な

どによる被食茄は含んでいない。

幹の重鼠生長iiiは北屋散で8.74ton/ha・yｒ（材積

では23.95m，/ha・yr)，荒館で9.95ton/ha､ｙｒ(31.66

㎡/ha・yr)，仏生寺で14.05ton/ha､yｒ（42.59,3／

ｈａ.yｒになった。幹の重遼生長盆は密度にかかわら

ず一定になる傾向がみられ，８～10ton/ha.yr程度

１０

１

ｌＯ４

Ｄ２Ｈ(cｍ２．ｍ）

103

10 1０２

ＷＳ(kg）

図－９牌材械生及吐(４Ｖｓ：ｄｍ３/yr)と胸高直径の２

乗×樹商(Ｄ２Ｈ：ｃｍ２．ｍ)との相対生長関係

logＡＶ筋＝1.0611ogD2H－２．５８５（26リ

ｌｏｇＡＶ－Ｉ､O211ogD2H－２．７５７（27）

ｌｏｇ△Ｖ静＝０．７１１１ogD2H-1.390（28）

○：北離撒●：能館△：仏生寺

幹航雌生隆雄(ＪＷＳ：ｋg/yr)と幹乾重

(ＷＳ：ｋg)との相対生長関係

log△ＷＳ＝１.O511ogWs-１．０１８（23）

log△ＷＳ＝１.l551ogWs－１．５６５伽

log△Ｗ鼠＝0.8081ogWs-0.731慨）

○：北屋倣●：荒館△：仏生寺

図－８



生スギ林の値が0.9-4. Oton/ha • yrの範囲にあるこ

とから考えると.仏生寺では平均的な値であるが.

北屋敷と荒館では小さい。

業の重量生長量は，北屋敷で5.22ton/ha. yr ，荒

館て網9.42ton/ha . yr ，仏生寺で6. 17ton/ha . yrにな

った。業の生長量は技の生長量に比べてバラツキが

小さく IU，既報1.2.11，1・}の15-25年生スギ林の値が

3.3-7.7ton/ha.yrの範聞にあることから考えると，

北屋敷と仏生寺では平均的な値であるが，荒館では

大きい。

以上の結果から純生産量を概算すると.北屋敷で

は18.49ton/ha. yr，荒館では23.83ton/ha . yr ，仏

生寺では26.97ton/ha. yrとなる。安藤ら 14)が15-25

年生のスギ林で求めた値13.0-20.9ton/ha.yrや，

只木ら 18)がスギ人工林92林分で求めた値18.1土5.6

ton/ha.yrと比較すると.北屋敷では平均的な値で

あり，荒館と仏生寺では大きいといえる。

純生産量中に占める幹生産量の割合は，北屋敷で

47.3%，荒館で4l.8%，仏生寺で52.1%である。 20

年生前後のスギ林では，四大学および信大合同調査

班川が50-56%，安藤ら川が36-46%と報告してい

るのに比べて，北屋敷では平均的な値.葉の生産量

の多い荒館ではやや小さい値.仏生寺ではやや大き

い値であるといえる。

葉の純同化率 (NAR:net assimilation rate)は，

北屋敷て内o. 64ton/ ton . yr，荒館で0.，74ton/ton.yr， 

仏生寺てi). 86ton/ ton . yrであった。これらの値は.

四大学および信大合同調査班川が平均的な値とした

1.40ton/ton.yrに比べると小さいが，安藤ら14)の20

年生前後のスギ林での値o. 63 -0 . 88ton/ton. yrとほ

18 

10 

(
切
》
ご
J
U
A

旨
J
F

102 Wdkg) 

新薬乾重(W:¥L:kg)と葉乾重(WI.:kg) 
との関係

Wおし=0.180WL 

W:¥L=0.294WL 

W:¥L=0.196WL 

0:北屋敷・:荒館

倒

(36) 

(37) 

ム:f.ム生寺

10 

図-10

の値を示すが，林分葉量が大きいほど，また林齢が

若いほど大きい傾向がみられるといわれている川。

こうしたことを考え合わせると，北屋敷では林齢が

若い割にはやや小さい値を，荒館では葉量は多いが

平均的な値を，仏生寺では葉量が多いにしてもやや

大きい値を示しているものと考えられる。

枝の重量生長量は.北屋敷でO.80ton/ha . yr ，荒

館でo. 85ton/ha . yr ，仏生寺で1. 80ton/ha . yrにな

った。枝の生長量は同齢であっても立木密度や地位

によってかなり異なる 11)が.既報1，2，11.川の15-25年

調査林分の生長五t表-2

仏生寺館荒北屋般分林

( ton/ha . yr ) 乾重量生長量

14.05 9.95 8.74 幹

村附 42.59 31.66 23.95 (m3/ha・yr)

1.80 

6.17 

0.85 

9.42 

0.80 

5.22 

十支

築

地上部合計

恨*

22.02 20.22 14.76 

4.95 3.61 3.73 

26.97 

*幹の生長率と等しいとして推定

23.83 18.49 林分生長 量
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ぽ一致する。また，幹生長量を葉量で除して，葉

の幹生産能率を求めると，北屋敷でo.30ton/ton. 
yr{0.83mJ/ton .yr)，荒館でO.31ton/ton. yr( O. 99ms / 

ton.yr)，仏生寺でo. 45ton/ ton . yr{ 1 .35 mJ /ton . yr ) 

が得られる。これらの値を高知8.19.20)(12-49年生)

でのo.47-0.63ton/ton. yr( 1.19-1. 92mJ/ton. yr). 
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